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元気いっぱい今金中の運動会
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澄んだ青空に若々 lぃ影が躍る。スポーツが青少年

の身心鍛錬ど浄化に果す意義ど価値は大主、、。

青少年の健全育成には、各種施設の整備ど相zヮて

職場、地域社会、学校におけ るスポーツの振興をはか

つ、青少年のエネルギーの高揚化につとめよう 。

!I の投票日

11 20日悔の記念 日
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石
、
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稲
穂
地
区
飲
料
氷
施
設
補
助
金
な
ど

八
百
八
万
七
千
円
を

補
正
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昭
和
四
十
四
年
度

一
般
会
計

補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
百
八

万
七
千
円
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
は
四
億
じ
千
二
十
八
万
じ
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
白

石
、
稲
穂
地
区
飲
料
水
施
設
補

助
金
に
三
百
七
十
七
万
四
千
円

豊
田
、
金
原
林
道
工
事
授
に
百

八
十
四
万
四
千
円
、〆
時
見
橋
架

替
、
中
美
利
河
別
橋
附
市
工
事

に
百
二
十
七
万
一
一
千
円
、
桧
山

ス
ポ
l

y
大
会
、
桧
山
商
工
会

肝
球
大
会
補
助
金
に
六
十
万
円

な
ど
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
歳
入
は
園
、

道
の
補
助
金
が
二
百
三
一
十
八
万

九
千
円
、
雑
入
三
百
三
十
四
万

八
千
円
、
町
内
川
二
百
三
一十
主
万

円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

。
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘

定
繍
正
予
算

助
産
費
と
療
養
給
付
即
日
に
一

一
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/ 
愛の手を

今金町手をつなく親の会一一

現
在
、

日
本
で
特

殊
学
級
に

収
容
し
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
子

ど
も
た
ち

は
、
今
金

町
の
人
口

の
約
六
十

倍
に
相
当

す
る
人
数

に
h

埠
し
て

い
ま
す
が

そ
の
う
ち

わ
ず
か
十
五
%
が
精
薄
児
施
設

に
収
容
き
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
桧
山
管
内
で
も
施
設
は

な
く
、
他
管
内
の
施
設
に
相
当

数
の
心
隙
児
が
収
容
さ
れ
て
い

る
現
状
で
す
。

々まれぬ人a 
Il!.' 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ち

え
お
く
れ
、
目
、
耳
、
こ
と
ば

の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
が
、

平
穏
で
安
心
で
き
る
生
活
の
実

現
の
た
め
に
働
き
か
け
、
そ
り

発
生
予
防
、
教
育
、
保
護
医
療

就
職
斡
旋
、
非
行
防
止
、
ま
た

ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て

第

固

定

例

町

議

b
五
日
HU

百
二
十
三
万
円
が
追
加
さ
れ
、

総
額
六
千
五
百
二
十
三
万
円
に

な
り
ま
し
た
。

特
別
職
の
報
酬
、

額
を
改
正

給
料

-
L十両
ま件日第
しの役ご
た計場因
。十議定
二場例
件で町
の関議
議か会
案れは
を
い補六
ず正月
れ予ご
も算十

室長七
どと二
お条十
ワ例 八
可改 日
決正の

、ーーー-------

次
に
改
正
さ
れ
た
お
も
な
条

例
を
あ
げ
ま
す
。

。
特
別
職
の
報
酬
額
の
改
正

特
別
職
の
報
酬
の
う
ち
議
長

二
万
七
千
円
円
二
万
一
千
円
〉

副
議
長
二
万
二
千
円

〈
一
万
八

千
五
百
円
)
議
員
二
万
円
ハ

一

万
七
千
円
〉
に
改
め
ま
し
た
。

〈〉
町
三
役
、
教
育
長
の
給
料
額

の
改
正

町
三
役
と
教
育
長
の
給
料
額

は
、
町
長
十
八
万
円
(
十
六
万

円
、
助
役
十
二
万
五
千
円
ハ
寸

一
万
五
千
円
〉
収
入
役
十
万
円

(
九
万
五
千
円
)
教
育
長
十
万

円
(
八
万
五
千
円
〉
に
そ
れ
ぞ

れ
改
め
ま
し
た
。

〈〉
町
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す

後
志
学
園
を
見
学
す
る
会
員

町
ぐ
る
み
で
考
え
、
桧
山
管
内

で
は
じ
め
て
の
施
設
を
今
金
町

に
誘
致
、

実
現
し
よ
う
と
す
る

親
た
ち
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

す
で
に
、
黒
松
内
町
の
後
志

学
閣
の
見
学
な
ど
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
主

な
事
業
と
し
て
実
地
見
学
及
び

交
換
会
〈
八
雲
町
)
教
育
相
談

の
会
、
会
報
の
発
行
、
特
殊
学

級
作
品
展
示
会
、
施
設
の
誘
置

運
動
な
ど
計
画
し
て
い
ま
す
。

る
改
正

国
鉄
の
等
級
制
の
廃
止
に
伴

な
っ
て
一
等
料
金
が
特
別
車
輔

料
金
に
か
わ
り
ま
し
た
。

八〉
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

二
千
円
の
幼
産
費
を
一
万
円

に
引
き
上
げ
、
九
月
一

日
か
ら

適
用
し
ま
す
。

ま
た
、

奨
学
金
の
貸
与
額
を

月
額
五
千
円
か
ら

一
万
円
に
改

め
ま
し
た
。

常
任
委
員
を
再
選

任
期
満
了
の
議
会
常
任
委
員

と
議
会
運
蛍
委
員
は
、
全
員
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

婦人防火クラプ員も活躍 )
ろ~ { 

金、j
町 i
消 i防;
山，

春 j

2; 
i~ 習;

そ
れ
に
今
金
中

学
校
の
生
徒
全

員
が
参
加
し
、

親
干
そ
ろ
っ
て

の
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

団
長
の
訓
示

町
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
恒

例
の
ポ
ン
プ
掛

法
、
部
隊
訓
練

分
列
行
進
放
水

訓
練
と
合
わ
せ

函
館
市
消
防
本

部
か
ら
松
林
司

令
長
を
迎
え
、
消
火
器
の
取
り

扱
ぺ
実
験
、
救
急
措
訟
の
方
法

も
行
な
い
ま
し
た
。

特
に
、
消
火
掃
実
験
で
は
は
じ

七
月
三
日
行
な
わ
れ
た
今
金

町
消
防
団
連
合
演
習
は、

百
六

十
名
の
団
員
の
外
、
四
婦
人
防

火
ク
ラ
プ
の
会
員
約
八
十
名
、

一一…
会
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
〈

り
町
民
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

理
解
し
あ
っ
て
さ
ら
に
こ
の
運

動
を
盛
り
あ
げ
、
恵
ま
れ
な
い

人
寸
に
愛
白
手
を
さ
し
の
べ
よ

う
と
広
く
全
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
会
費
は
年
額
一
口
三
百

円
で
、
今
金
小
、
中
学
校
の
事

務
局
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

川
車
ま
れ
な
い
子
を
も
っ
盟

t
町
民
が
手

川
を
つ
な
ぎ
あ
っ
て
市
に
研
修
を
心
が
け
、

…
こ
の
子
ら
の
母
き
方
を
理
解
し
守
り
育
て

…
ょ
う
と

「
今
金
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」

…

が
昨
年
九
月
発
足
し
百
六
十
名
の
会
員
で

叩
活
発
な
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

婦人防火ヲラブ買の消火器実験

め
し
り
ご
み
し
て
い
た
婦
人
中

学
生
が
、
な
れ
な
い
手
つ
き
で

消
火
踏
を
使
い
、
マ
キ
を
燃
や

し
た
最
後
の
実
験
で
は
見
事
に

消
し
と
め
「
こ
れ
で
火
が
で
た

と
金
も
消
す
自
信
が
ワ
い
た
」

と
口
々
に
語
り
あ
い
、
消
防
団

員
か
ら
も
盛
ん
な
拍
手
。

ま
た

放
急
法
も
、
は
じ
め
て
講
習
を

う
け
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、
岩

護
婦
さ
ん
を
交
え
、
な
ご
や
か

な
う
ち
に
も
き
び
し
い
ま
な
ざ

し
@午
後
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員

は
役
場
で
松
林
講
師
か
ら

「自

己
防
火
活
動
の
進
め
方
」
「
煙

の
恐
怖
」
と
い
う
題
の
講
義
を

う
け
、
経
験
盛
宮
な
体
験
談
な

ど
約
二
時
間
に
わ
た
り
抽
心
に

勉
強
し
、
有
意
義
な
一
日
を
す

ご
し
ま
し
た。

J
J'
 神
丘
小
学
校
が
着
工

+
月
中
旬
に
は
完
成

一
一月、

火
災
に
よ
り
流
失
し

再
建
が
待
た
れ
て
い
た
神
丘
小

学
校
の
起
工
式
は
、
七
月
八
日

建
設
現
場
で
関
係
者
約
二
十
名

が
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た

こ
の
新
築
工
事
は
、
す
で
に

=
千
六
百
八
十
八
万
円
で
坂
本

建
設
株
式
会
社
と
請
け
負
い
契

約
を
結
ん
で
お
り
ま
す。

夫
婦
受
給
制
限
が
な
く
な
り
ま
す

ー
福

祉

年

金

が

改

正

l

こ
と
し
の
十
月
か
ら
夫
婦
受

給
制
限
が
廃
止
さ
れ
る
ほ
か
福

祉
年
金
が
、
次
の
と
お
り
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
福
祉
年
金
額
が
か
わ
り
ま
す

部
落
町
内
会
長
会
議
で

1
1

l
l活
発

な

部
落
町
内
会
長
会
議
は
、
七

月
五
日
午
後
一
時
か
ら
役
場
合

議
室
に
約
七
十
人
が
集
ま
づ
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

清
水
迎
合
会
長
を
司
会
に
会

議
が
進
め
ら
れ
、
各
課
長
か
ら

懸
案
事
項
、
事
務
連
絡
な
ど
の

説
明
を
う
け
た
あ
と
、
附
川
長
か

ら
「
国
、
道
の
援
助
を
う
け
て

今
年
も
多
く
の
事
業
が
実
施
さ

れ
る
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
」

と
の
あ
い
さ
つ
と
行
政
報
告
が

あ
り
ま
し
た
リ

こ
の
あ
と
部
都
町
内
会
長
か

ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
だ
さ
れ

ま
し
た
。

マ
青
少
年
会
館
へ
の
道
路
に
防

犯
灯
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

マ
昭
和
線
の
舗
装
す
早
急
に
し

て
ほ
し
い
。

意

見

行
政
報
告
す
る
町
長

マ
公
民
館
に
職
員
を
お
く
こ
と

マ
町
民
会
館
前
の
庭
の
活
用
。

マ
公
闘
を
作
る
計
画
は
ど
う
な

っ
た
か
。

四
十
四
年
十
月
か
ら

山
老
齢
福
祉
年
金

二
万
四
百
円
が
-
一
万
一
千
六

百
円
に

間
障
害
福
祉
年
金

三
万
一
一
千
四
百
円
が
三
万
四

千
八
百
円
に

間
母
子
、
持
母
子
福
祉
年
金

二
万
六
千
四
百
円
が
ご
万
八

千
八
百
円
に

そ
れ
ぞ
れ
年
金
額
が
か
わ
り

ま
す
。

二
夫
婦
受
給
制
限
は
な
く
な
り

ま
す
従
米
老
齢
福
刊
年
金
額
か
ら

減
酎
制
さ
れ
て
い
た
六
千
円
が
十

月
か
ら
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

三
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
ま
す

四
十
四
年
五
月
か
ら
所
得
制

限
の
限
度
額
は

山
受
給
権
者
本
人
の
所
得
に
つ

い
て
は
、

一
一
十
八
万
円
が
三

十
万
円
に

間
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者

の
所
得
に
つ
い
て
は
、
扶
長

親
族
が
五
人
い
る
場
合
、
首
五

万
五
千
円
が
百
十
九
万
二
千
五

百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
こ

れ
以
下
の
人
は
福
祉
年
金
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

) 7・8月の納 税 ; 
〈納期〉

ミ町民税(1期) 7月31日 ?i 国民康保険税 (2期) 8月30日 j 

新
し
い
校
舎
は
、
鉄
筋
コ

ン

グ
ジ
ト
造
り
平
屋
建
て
、
総

面
舵
九
百
八
十

・
二
平
方
メ

ー

ト
ル
で
、
普
通
、

特
別
教
室
五

職
員
室
、
図
書
室
、
給
食
間
膳

室
な
ど
が
あ
り
、
二
百
六
十
九

平
方
メ
ー
ト
ル
の
体
育
室
も
で

き
ま
す
。

ま
た
、
火
克
の
教
訓
を
生
か

し
、
火
災
報
知
加
な
ど
の
施
設

も
完
備
さ
れ
、
近
代
的
な
校
舎

と
し
て
十
月
中
旬
完
成
の
予
定

で
す
。

f H 川川川…川川附一恥…州叩川川

; こ日とど“、もも初の水難事故を防ごう ?←一一一一~
マ ムo f-J同ι丹 、 き

; ο江主芝山主」坦~?~@主型1せないこと 。 子計快ぷ之J i 
・・r一一五占・， ~ ¥、・.:=;::コ z i Q立性 』山町四些世盟泣込日 五24宝両手 i 

{ Q盆後三宅1LU盟、_̂lit，・-企暫酪酬がせないこと --.5@1~""I戸 斗J/ r 
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ク
い
こ
い
の
場
ψ

庁

舎

前

樹

木

園

8月14日に実施
ー今年度の成人祭ー

例
年

一
月
十

五
日
に
行
な
わ

れ
て
い
た
成
人

祭
は
、
今
年
度

か
ら
へ
月
十
四

日
に
か
わ
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、
①

一
月
は
行
事
に

制
限
が
あ
る
。

@
服
装
が
平
服

で
よ
い。

①
お
盆
休
み
で
帰
省

者
が
多
い
、
な
ど
の
理
由
に
よ

る
も
の
で
す
。

該
当
者
は
、
平
年
と
同
じ
で

四
十
宜
年

一
月
十
五
日
ま
で
に

満
二
十
歳
に
な
る
人
で
す
。

青
少
年
会
館
を
会
場
と
し
て

行
な
い
、
戸
外
で
の
心
ク
リ
ユ

l
シ
ヨ
ソ
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

わ
続

し
よ
う
と
、
昨
年
聞
道

百
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
樹
木
闘
が
造
成

さ
れ
た
。
O

樹
齢
八
十
年
の

由
緒
あ
る
イ
ト
ヒ
パ
を

は
じ
め
、
オ
ン
コ
、
イ

チ
ョ
ウ
な
ど
三
十
七
本

の
町
民
の
貴
重
な
財
産

が
寄
附
さ
れ
、
庁
舎
挺

閣
と
し
て
は
道
内
で
も

め
ず
ら
し
い
ほ
ど
。

O

春
か
ら
、
ウ
メ
、
サ
ク

ラ
、
ツ
ツ
ジ
、ラ
イ
ラ
ッ
ク
と

相
つ
い
で
咲
き
み
だ
れ
、
大

理
石
の
白
い
ハ
ダ
と
と
も
に

訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。

=

0
舗
装
誰
節
さ
れ
た
今

=
金
市
街
地
の
道
々
長
京
総
に

=
面
し
近
代
的
な
役
場
庁
舎
の

一一
威
容
が
目
に
写
る
。
こ
れ
を

一一
や
わ
ら
か
く
っ
つ
む
よ
う
に

二
緑
の
木
々
が
風
に
ゆ
れ
る
。

九
一期
性
噌
澗
~

お
盆
融
資
に
つ
い
て

道
信
用
保
証
協
会
で
は
、
中

小
商
工
業
者
に
対
し
て
「
お
盆

金
融
」
の
申
し
込
み
を
受
け
つ

• 

け
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
さ
き

は
町
内
の
金
融
機
関
で
八
月
十

一
日
ま
で
で
す
。

。
融
資
金
額
一
一
百
万
円
以
内

。
資
金
使
途
運
転
資
金

。
融
資
期
間
六
ヶ
月
以
内

。
融
資
利
率
各
金
融
機
関
の

利
率

。
担
保
原
則
と
し
て
必
要

。
詳
し
い
u

』
と
は
役
場
産
業
謀

関
工
係
か
、
商
工
会
に
問
い
合

せ
く
だ
き
い
。

夜
間
の
市
外
電
話
を

じ
よ
う
ず
に

市
外
通
話
の
周
刊
が
少
し
で

も
早
く
す
む
よ
う
に
つ
ぎ
の
こ

と
に
草
立
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
電
話
の
ラ
ツ
シ
芹
ゲ
ワ
i
は

午
後
八
時
か
ら
九
時
一二
十
分

ご
ろ
ま
で
で
す
の
で
、
お
む

ぎ
で
な
い
通
話
は
こ
の
時
聞

を
さ
け
て
利
用
す
る
。

V

午
後
八
時
か
ら
の
夜
間
制
引

は
六
十
キ
ロ
以
上
の
対
地
に

か
け
る
場
合
で
す
。

マ
夜
間
割
引
は
ダ
イ
ヤ
ル
直
通

で
も
百
番
扱
い
で
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

マ
料
金
を
知
ら
な
く
て
も
よ

い

と
き
は
、
で
き
る
だ
け
料
金

の
安
い
〆
イ
ヤ
ル
直
一
地
電
話

を
か
け
た
方
が
得
策
で
す
。

マ
電
話
酔
号
待
か
メ

モ
を
み
て

相
手
需
号
を
確
認
し
て
か
ら

通
話
す
る
o

v
料
金
を
知
り
た
い
方
は
、
中

し
込
み
の
さ
い
料
金
を
知
り

た
い
旨
申
し
込
み
く
だ
さ
い

(
今
金
電
報
電
話
局
〉

/
/
 青
少
年
会
館
に

六
百
八
十
二
万
五
千
円

青
少
年
会
館
建
設
促
進
期
成

会
で
は
、
六
月
末
固
ま
で
六
百

八
イ
二
万
五
千
五
百
二
十
七
円

の
多
額
の
寄
附
金
を
町
に
届
け

ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
感
謝
し
ま
す。

よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み

(6
月
宵
)

園
出
生
行
名

八
重
樫
稔
明
(
明

・
寒

H
)

付
川
親
秀
(章
作

寒

U
汁
〉

師
亜
希
子
(
隆
二

・
神
丘
〉

東
笹
川
H

(
隆
雄

・
末
広
町
)

千
田
久
忠
(
仲

・
今
金
)

佐
藤
正
浩
(
広
男

・
末
広
町
U

V

二
等
陸

・
海
・
空
士

(
技
術
系
・
一
般
〉

マ
航
空
学
生
(
飛
行
機
操
縦〉

V

宕
護
学
生
〔
宕
巡
業
務
〉

マ
防
衛
大
学
生
、
婦
人
自
衛
官

(
技
術
系
・
一
般
)

マ
少
年
自
衛
官
(
技
術
系
)

右
の
と
お
り
各
種
自
衛
官
を

募
集
中
で
す
。
細
部
は
役
場
ま

た
は
自
衛
隊
今
金
事
務
所
へ
。

山
口
和
平
(
良
和

・
末
広
町
)

森
山
口日
の
(
誠
一

・
本
町
)

太
田
百
合
干
(
春
義
末
広
町
)

工
藤
千
国
紀
(
陛

・
御
影
〉

新
家
宏
明
(
消

・
樋
川
)

宗
像
久
美
一寸
(
司
朗

・
美
利
河
〉

須
田
稔
(
間
男

・
東
町
)

菊
地
賢
一
(
一
吉

・
鈴
金
)

森
雅
昭
(
勝
典

・
南
町
)

境
田
直
美
(
初
夫

・
八
束
〕

今
村
恵
子
(
浩
・
寒
打
)

圏
婚
姻
6
組

細
川
市
H
田
代
厚
子
(
東
雲
町

)
伴
泉
H

中
田
幸
子
(
樋
川
)

岡
山
口
三
1
水
野
マ
リ
子

(穴、
昇

)
今
野
突
H

石
木
田
キ
エ
(
花

石
)
拠
出
帆
忠
志
日
湯
浅
け
い
干

(
柳
町
)
不
村
正
出
日
米
山
千

飢
守

(出
町
)

臨
死
亡
8
名

石
原
元
彦
刊
(
光
台
)
名
生
末

治
犯
(
住
吉
)
本
田
勘
右
エ
門

市
(
金
原
)
政
井
邦
子
日
(
末

広
町
〉
渡
部
一
二
郎
総
〈
樋
川
)

向
井
孝
男

7
(住
吉
)
三
部
政

吉
位
(
花
石
)
畑
王
吉
回
会
一
月

町〉
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